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３年ぶりに開催された塩竃みなと祭
　令和４年７月18日に塩竈みなと祭陸上パレードが３年ぶりに開催されました。パレードでは、「よしこの塩竃」の曲

に合わせて、市内11の小中学校が趣向を凝らした振り付けを披露しました。

　塩竈市立杉の入小学校では、振り付けは６年生が考え、参加を希望する下級生に振り付けを教えます。この活動を通

して、最上級生としての自覚や愛校心が大きく育っていると感じます。当日は、各校のＰＴＡの保護者も参加しバック

アップをして、塩竈市全体が盛り上がる一日となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信員　安達　勉

地域ぐるみで育てよう,心豊かでたくましい「みやぎの子」
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一堂に集う成長の場

　宮城県ＰＴＡ連合会について、浅野直美副会長から

各自に配布された資料を基に次の説明がありました。

１）宮城県ＰＴＡ連合会の組織について
　初めに、組織図を用いて地区別連合会や専門委員会、

関連する団体についての説明がありました。

　次に理事の役割として、１.地区連合会と宮城県Ｐ

ＴＡ連合会との橋渡し役であること。２.理事会に出

席して議案について審議する。という大きく２つの役

割があるとの説明がありました。

　特に２について、単位ＰＴＡで解決できない問題が

あった場合は、宮城県ＰＴＡ連合会の問題として解決

策を模索していきたいとのお話がありました。

２）宮城県ＰＴＡ連合会の主な事業について
　宮城県ＰＴＡ研究大会、本日の単位ＰＴＡ会長会、

そして日本ＰＴＡ全国研究大会山形大会（東北ブロッ

ク研究大会を兼ねる）などの説明がありました。

　単位ＰＴＡ会長会、そして山形大会については、日

程の変更やコロナ禍の中、多くの方々から出席の申込

みがあったことに感謝の言葉がありました。

３）各種表彰、宮城県との連携について
　宮城県ＰＴＡ連合会では、年に１度、文部科学大臣

表彰や日本ＰＴＡ表彰など、各種表彰を行うと共に、

広報紙コンクール、三行詩コンクール等の各種コンク

ールを開催し、ＰＴＡ活動の活性化を図っているとの

説明がありました。

　また、県行政と連携して、「いじめ問題」、「不登

校問題」、「学力向上に向けての取り組み」も行なっ

ているとの説明がありました。

　最後になりますが、私自身、単位ＰＴＡ会長会に出

席して、多くの会長と情報交換をして、改めて皆様と

共に宮城県の子どもたちの元気な姿のために微力なが

ら尽くして参りたいと思いました。

　　　　　　　　　　　　調査広報委員　佐藤　繁樹

説明をする浅野直美副会長説明をする浅野直美副会長

あいさつをする門間浩泰会長あいさつをする門間浩泰会長

研修Ⅰ
宮城県ＰＴＡ連合会について

第17回単位ＰＴＡ会長会
令和４年８月７日（日）
富谷市成田公民館

会場の様子会場の様子
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笑顔を味方に

講 師
　元客室乗務員
　第一印象研究所

代表　杉浦 永子 氏

　単位ＰＴＡ会長会の後半は、「笑顔３割増しのＰＴ

Ａ」と題した第一印象研究所人材育成コンサルタント

の杉浦永子先生の講演をお聞きしました。

　杉浦先生が元客室乗務員をされていたこともあり、

飛行機の搭乗アナウンス風にスタートした講演は、

「第一印象・印象管理」「アンガーマネージメント」

「スピーチのコツ（ペップトーク）」の３つの内容に

ついてのお話でした。

　「第一印象・印象管理」については、ＰＴＡ会長向

けの講演とい

うことで普段

から人前に立

つ機会の多い

参加者が多か

ったこともあ

り、表情や立

ち居振る舞い

など「相手か

ら 見 え る 行

動」によって第一印象が決まってしまうこと、また普

段から笑顔を心掛けることによって免疫力がアップし

たり、笑顔が周りに伝染することによって人間関係が

良好になることなど、大変参考になる内容でした。

　 続 い て の

「アンガーマ

ネ ー ジ メ ン

ト」について

では、怒りは

人間にとって

の自然な感情

の１つであり、

怒りのない人

はいないこと、

また怒りをなくすことも不可能で自分の身を守る防衛

のための感情であるというお話がありました。自分に

とって「こうあるべきだ」という譲れない思考がある

ことを理解して、その上で相手を「まあいいか」と認

められる範囲を少しずつ広げていく努力をすること。

またその時の気分で認められる範囲が変化したりしな

いよう、一定に保つように気を付けることなどによっ

て、怒りが生まれる頻度を減らすことができるという

のは、普段子どもと接するときにも大切なことだと感

じました。また、いろいろな立場の方と接する機会に

も、そのことを心の片隅に置いておきたいと思いまし

た。

　「スピーチのコツ（ペップトーク）」では、ポジテ

ィブに相手の状況を受け止めて相手を勇気づけるトー

クについて教えていただきました。問題が起こった時

にそれをポジティブに変換するコツや相手を激励する

話し方を、実際に「トイレを汚さないで」を「綺麗に

お使いください」に言い換えるなどの具体的な例を挙

げて、参加者同士でトレーニングをして、笑顔に溢れ

たとても良い

雰囲気の時間

となりました。

　コロナ禍で

マスクをつけ

ての生活が長

くなるにつれ

て、ストレス

を感じやすく

なったり、表

情が見えづら

い分相手の感情を読み取りにくかったりする場面が多

くなりました。

　この講演を通して、目の表情や話をする際の言葉選

び、自分の感情をよく知ることによって、まさに「笑

顔３割増しのＰＴＡ」を目指していければと改めて感

じました。

　　　　　　　　　　　　調査広報委員　笠原　由佳

研修 Ⅱ

笑顔３割増しの
ＰＴＡ
笑顔３割増しの
ＰＴＡ

お辞儀のポイントお辞儀のポイント

スマホでスマイルチェックスマホでスマイルチェック

講演中も笑顔の杉浦氏講演中も笑顔の杉浦氏
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山形の地で学ぶ

悩みに気づき、相談され
る関係性をつくる～子供
たちを見守るために必要
なものとは～

　この分科会は、「安心

できる居場所」を創るた

めには、保護者・地域・

学校、それぞれ何が必要

であるのかを考える分科

会でした。

　まず基調講演では、大

阪市立大空小学校の設立

から９年間校長を務めた

木村泰子氏の講演で、大

空小学校は「全ての子供

たちの学習権を保証す

る」という理念のもと、

教職員や地域の人たちと

共に障害の有無に関わら

ず、全ての子供たちがい

つも一緒に学び合ってき

たこれまでの実体験を話

されました。

　木村氏は校長の役目は

繋がることができない人

のためのコーディネータ

ーであり自分の好きな学

校創りを掲げ、不登校に

させない学校創りに励み

「悩みを持った子供たち

が相談できる関係性をつ

くるために必要なこと」

を常に考えながら学校生

活を楽しんでいたと話さ

れました。

　その中でも木村氏が一

番印象に残っている少年

とのエピソードを話され

ました。その少年は家族

から育児放棄をされ、心

を閉ざし、誰にも相手に

されない少年でした。そ

れでも木村氏や大空小学

校の地域サポーターで普

段から何かあれば「大丈

夫か？何か困っていない

か？何かやれることはな

いか？」と寄り添い、声

掛けを積極的にして大人

との関係性を保つよう行

動しました。すると少年

が徐々に心を開いていき

「将来の夢は学校の先生

になり、この地域に家を

構え、地域の皆さんへ恩

返しをしたい」と話した

と言います。少年から見

ればここ（大空小学校）

が自分の「居場所」なん

だと実感したのであろう

と木村氏は話されました。

　その後のパネルディス

カッションでは当連合会

副会長の浅野直美氏を含

めた４名が登壇し「子供

たちを守るために必要な

のは？」をテーマに討議

が行われました。その中

でキーとなったのがやは

り「居場所」創りでした。

４人のパネラーの経験談

から共通する点は

①「いつも子供を真ん中に」

②「話をする・聞く」

③「褒める・認める」

　この３つが「安心させ

る居場所」創りに必要な

のではないか。と教わっ

た分科会となりました。

調査広報委員長
　　　　　　月岡　正博

パネリスト　

　浅野 直美副会長（宮城県）

第８分科会　環境・安全

山形県立村山産業高等学校「又新連（ゆうしんれん）」の躍動感溢れる徳内ばやし

　全体会は公益社団法人
日本ＰＴＡ全国協議会金
田淳会長、簗和生文部科
学副大臣、吉村美栄子山
形県知事、佐藤孝弘山形
市長の祝辞を頂き、全体
会記念講演・記念演奏会
では、指揮者の飯森範親
氏の講演と山形交響楽団
の演奏を聴くことができ
ました。

日本ＰＴＡ全国協議会
会長　金田　淳

第 70 回日本ＰＴＡ全国研究大会山形大会

令和４年８月26（金）・27日（土） 

『人とひとのつながりを体感しよう！』
～あがらっしゃい精神を山形から～ 

第 54 回日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会山形大会
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山形の地で学ぶ

　飯森氏の記念講演で、「一本のタクト」は、人のこ

ころを豊かに幸せにするアイテム　ライブでしか味わ

えないお話と演奏をあなたに…と題して、当時まだ知

名度の低かった山形交響楽団を、日本を代表するオー

ケストラの一つに数えられるまでに至った過程につい

て聞くことができました。

　「強い信念」、「人とのつながり」、「人との縁の

大切さ」、「諦めない精神を保つ」などのお話はとて

も勉強になりました。

　山形交響楽団の演奏はとても迫力があり、指揮者の

「一本のタクト」がオーケストラの演奏者一人ひとり、

聴衆者の一人ひとりを卓越した唯一無二の空間で紡い

でいきコロナ渦でなかなか生演奏を聴く機会が難しか

った今日、大変新鮮に感じることができました。

　来年の日Ｐ大会は広島県。今回の大会は隣の山形県

での開催でしたので、足を運びやすく大変勉強になり

ました。機会があればまた参加したいと思います。

　　　　　　　　　　　　調査広報委員　池田　寛幸

演奏プログラム

スッペ／喜歌劇「軽騎兵」

ドヴォルザーク／交響曲第９番 ホ短調 作品95

「新世界より」第２楽章

ドヴォルザーク ／スラブ舞曲　作品72－2

ブラームス／ハンガリー舞曲　第５番

シベリウス／アンダンテ・フェスティーヴォ

ベートーヴェン／交響曲第７番 イ長調 作品92 第１楽章

アンコール　ヨハン・シュトラウス１世／ラデツキー行進曲

講師　飯森　範親　氏 観客を魅了する山形交響楽団の演奏

ライブでしか味わえないお話と演奏をあなたに…
「一本のタクト」は、人のこころを豊かに幸せにするアイテム

全体会記念講演
記念演奏会

講師　飯森　範親　氏
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白
石
・
刈
田
地
区
父
母
教
師
会
連
合
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
問
題
・
課
題
と
し
て
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
学
力
低
下
の
関
係
性
」
と
題
し
て
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
助
教
授
の
榊
浩
平
先
生
を

お
招
き
し
て
「
生
活
習
慣
の
改
善
と
学
力
の
関
係
性
に
つ

い
て
」
～
自
己
管
理
能
力
の
大
切
さ
～
と
い
う
演
題
で
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
の
使
用
率
が
上
が
れ
ば
学
力
低
下
に
繋
が
り
ま

す
。
た
だ
、
与
え
な
け
れ
ば
学
力
向
上
に
繋
が
る
か
と
い

う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
「
自
己
管
理
」
が
で

き
る
こ
と
が
学
力
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が

デ
ー
タ
で
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
を
読
む
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
は
、
辞
書
を
引
く
こ
と
と
ス
マ
ホ
で

検
索
す
る
こ
と
を
比
較
し
た
時
、
辞
書
を
引
い
た
方
が
記

憶
に
残
り
や
す
い
こ
と
を
科
学
的
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
我
々
が
手
本
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
「
自
主
・
自

律
」
の
芽
を
開
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

更
な
る
充
実
を
目
指
し
て

通
信
員
　
池
田
　
寛
幸

　
毎
年
夏
休
み
明
け
最
初
の
日
曜
日
、
校
内

美
化
作
業
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
で
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
夏
休
み
前
に
中
止
の

判
断
。
今
年
度
は
雨
天
の
為
、
当
日
の
朝
に

中
止
の
判
断
を
と
り
保
護
者
へ
一
斉
メ
ー
ル

配
信
。
残
念
無
念
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
安
全
環
境
部
員
さ
ん
た
ち
は
月

に
一
度
安
全
の
日
、
立
ち
当
番
を
行
い
下
校

児
童
を
見
守
り
、
広
報
部
員
さ
ん
た
ち
は
広

報
紙
を
発
行
す
る
た
め
部
会
を
開
き
一
生
懸

命
話
し
合
い
、
ベ
ル
マ
ー
ク
部
員
さ
ん
た
ち

は
毎
月
集
ま
り
ベ
ル
マ
ー
ク
の
切
り
取
り
・

仕
分
け
・
発
送
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
何
が
で
き
る
か
話
し
合
い
、

活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

角田市角田市

白石・刈田
地区

白石・刈田
地区

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

　
　
環
境
か
ら
見
え
る
課
題

通
信
員
　
林
　
秀
樹

今
年
こ
そ
は
開
催
し
た
か
っ
た

通
信
員
　
熊
谷
　
俊
彦

岩沼市岩沼市

　
去
る
10
月
1

日
、
大
河
原
教

育
事
務
所
管
内

「
社
会
教
育
推

進
大
会
・
協
働

教
育
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な

り
運
営
側
は
大

変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
講
演
は
大
河

原
教
育
事
務
所

の
朝
日
田
顕
志

副
参
事
に
よ
る

「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
経

営
」
で
し
た
。
ま
た
続
い
て
の
研
究
討
議
は
「
子
ど
も

の
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の

協
働
の
あ
り
方
～
地
域
支
援
活
動
を
と
お
し
て
～
」
を

主
題
と
し
て
、
大
河
原
教
育
事
務
所
の
松
崎
隆
社
会
教

育
指
導
員
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
据
え
、
話
題
提
供

と
し
て
「
学
校
教
育
」
で
は
横
内
彰
丸
森
小
学
校
主
幹

教
諭
、
「
家
庭
教
育
」
で
は
安
部
信
次
氏
、
「
地
域
活

動
」
で
は
伊
藤
和
花
氏
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
、
研
究
討
議
も
、
学
校
と
子
ど
も
た
ち
、
地
域

の
皆
様
と
の
連
携
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
敷
居
を

下
げ
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
作
り
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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PTAPTA
令
和
５
年
４
月「
登
米
市
立

　

津
山
小
学
校
」の
開
校
に
む
け
て

通
信
員
　
山
内
　
郁
雄

当
た
り
前
の
日
常
を
願
っ
て

通
信
員
　
照
井
　
崇
尚

　
津
山
杉
と
矢
羽
根
模
様
の
木
工
品
で
知
ら

れ
る
登
米
市
津
山
地
区
に
は
、
柳
津
小
学
校

と
横
山
小
学
校
の
２
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま

す
。
２
校
は
再
編
さ
れ
、
来
春
新
し
い
小
学

校
が
開
校
し
ま
す
。

　
両
小
学
校
と
津
山
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
含
む
関
係
者
で
組
織
す
る
津
山
地
域
開
校

準
備
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
11
月
か
ら
開

校
に
む
け
協
議
・
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
横
山
小
学
校
の
「
み
ど
り
の

少
年
団
」
は
新
校
で
も
継
続
す
る
こ
と
に
全

員
一
致
で
決
定
。
こ
れ
か
ら
も
植
林
体
験
を

通
し
て
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
を
学
ん
で
欲
し

い
気
持
ち
は
み
ん
な
同
じ
で
す
。

閉
校
、
そ
し
て
新
た
な
一
貫
校
へ

通
信
員
　
山
本
　
耕
平

登米市登米市

栗原市栗原市

大崎市大崎市

　
大
崎
市
で
は
少
子
化
に
よ
る
学
校
の
統
廃
合
を
機
に
、
古

川
西
中
学
校
、
西
古
川
小
学
校
、
志
田
小
学
校
、
東
大
崎
小

学
校
、
高
倉
小
学
校
の
５
校
が
1
つ
と
な
り
、
小
中
一
貫
校

と
し
て
古
川
西
小
中
学
校
が
開
校
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
開

校
に
向
け
、
小
学
生

と
中
学
生
が
交
流
し
、

親
睦
を
深
め
る
目
的

の
小
中
合
同
学
習
を

15
回
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
５
月
に
自
己
紹
介

や
お
互
い
の
学
校
紹

介
、
中
学
校
総
合
体

育
大
会
の
壮
行
式
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
緒
に
授
業
を

受
け
る
な
ど
、
学
校

の
垣
根
を
超
え
た
新

し
い
つ
な
が
り
を
作

っ
て
い
ま
す
。

　
２
学
期
に
は
各
校

で
閉
校
に
向
け
た
イ

ベ
ン
ト
も
計
画
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
保
護
者
や

先
生
、
地
域
で
の
思

い
出
を
た
く
さ
ん
作

り
な
が
ら
、
４
月
の

開
校
に
向
け
て
期
待

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。

　
秀
峰
、

栗
駒
山
。

鶯
沢
地
区

の
大
土
ケ

森
（
５
８

０
ｍ
）
の

す
そ
野
に

立
地
す
る

栗
原
市
立

鶯
沢
小
学

校
で
す
。

　
今
年
度

は
、
「
子

ど
も
た
ち

の
た
め
に
、

今
で
き
る

こ
と
を
フ

ッ
ト
ワ
ー

ク
良
く
取

り
組
む
。」

を
モ
ッ
ト

ー
に
活
動

を
し
て
い

ま
す
。
運

動
会
等
の

学
校
行
事

の
手
伝
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
に
な
っ
た
「
奉
仕
作
業
」
の
時
は
、
役
員
有
志

が
少
人
数
で
校
内
の
除
草
を
行
い
ま
し
た
。
元
気

に
校
庭
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
今
で
き

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
早
く
、
当
た
り
前
の
日
常
に
戻
り
、
子
ど
も
た

ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
動
で
き
る
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
。

柳津小柳津小

横山小横山小
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一期一笑を大切にして

第55回東北ブロック研究大会富谷黒川大会

　　　　　　　　　　　　実行委員長　佐藤　純一

　今年の８月に山形県において全国大会を兼ねた東

北ブロック研究大会が開催されました。　　

　３年ぶりの対面開催は、改めてＰＴＡの意義とは

何かを示唆する大会となりました。

　私たち宮城県ＰＴＡ連合会は、来年10月14日と15

日に仙台市の北隣にある富谷市と黒川郡の３町村で

開催される同研究大会『富谷黒川大会』に向け、準

備を進めているところです。

　コロナ禍となって２年間は大会の中止やリモート

での開催となり、人と人とのつながりを大切にする

ＰＴＡ活動において重大な危機に直面していました。

誰もが後ろ向きになる中で、山形大会で「コロナ禍

での対面開催」を実現しました。富谷黒川大会でも

ウィズコロナで、素晴らしい大会にできるよう実行

委員会一同で努めていきたいと思います。

　富谷黒川大会は１日目に分科会を行い、富谷市で

２分科会、大和町、大郷町、大衡村の３町村でそれ

ぞれ１分科会を担当し５つの分科会を計画していま

す。現在、魅力ある分科会にできるように講師の

方々と調整を行っているところです。

　２日目は全体会を予定し、開会行事を始め、地域

の方によるアトラクションを披露し、若い世代の多

い地域性や宮城らしさを表現できればと考えていま

す。また、記念講演も誰もが聴きに来たくなるよう

な魅力あふれるものになるように検討しているとこ

ろです。詳細につきましては一次案内や二次案内の

際にご紹介できればと考えています。

　富谷黒川大会は「東北一心（とうほくいっしん）

新たな時代へ　一期一笑（いちごいちえ）～未来を

切り開け！持続可能な地域づくり・ＰＴＡづくり

～」と題して開催します。コロナにより寸断された

人と人とのつながりを大切にし、笑い合える素敵な

出会いを作れたらと考えています。さらに地域の地

場産品なども紹介できるようなブースを設けて、地

域の活性化にも貢献することで持続可能な地域づく

り・ＰＴＡづくりにつなげていけるように進めてお

ります。東北各地の皆様のご来場を心よりお待ちし

ております。

　通学途中の子どもたちが、車が行き交う歩道を渡

ろうと「右見て、左見て」停車するのを待っている。

通勤の道中、一時停車して子どもたちを促すと、道

路を渡り終えて振り向き皆でお辞儀をする光景、帽

子を被っている児童は素早く脱帽して一礼をする姿

に、とてもほっこりします。

　この地域の小学生も中学生も「ありがとう」のお

辞儀をする「慣習」が身に付いているのです。親に

なって初めて気づけた、地域に根付いている「慣

習」の様に、歩みを止めることなくＰＴＡ活動がで

きることを願っています。

　　　　　　　　調査広報担当副会長　尾坪　博史

いち ご いち え

佐藤 純一 実行委員長（中央）佐藤 純一 実行委員長（中央）


